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大飯発電所１号機　プラント排気筒ガスモニタの一時的な
僅かな指示値の上昇の原因と対策について
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漏えいした弁

校正用ガス

10月12日と10月19日に約10分間
自動校正を行っていた

測定時の流れ

校正時の流れ

【凡例】

校正用ガス

校正用ガス

校正用ガス

【ｃｐｓ（counts per second）】
放射線測定器において１秒間に測った放射線の数を表す単位。

　

【指示値（１分間平均値）】

　　１４．５ｃｐｓ　  ⇒  １８．１ｃｐｓ
     （通常値）　　   　  （最大値）

10月12日

　　１４．５ｃｐｓ　  ⇒  １８．１ｃｐｓ
     （通常値）　　   　  （最大値）

10月19日
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※１へ



ガス圧縮機側
出口弁

発生メカニズム

Ｂ－水素再結合装置　入口酸素濃度計（校正時）

プラント排気筒へ

ガス圧縮機へ
（約１１ｋＰａ）

（大気圧）

バネ

弁体

［開放］

排気筒側出口弁

ガス減衰
タンクより

［閉止］

ガス圧縮機側の高い
圧力により、押し付け
力が低下し漏えい

　
対　策

プラント排気筒へ放出

プラント排気筒ガスモニタ
指示値上昇

　①当該弁を取替えるとともに、設置に当たっては自動校正中のシート漏れが
　　起きない方向に取り付けた。
　②また、プラント排気筒側への排出ラインは栓をして使用しないこととし、
　　校正用のガスはすべてガス圧縮機側に排出し、気体廃棄物処理系で処理する
　　こととした。

「→」は、ガス圧縮機側の
高い圧力が弁体上部に加
わる方向

＜取付方向変更＞
シート漏れが起きない
向きに取り付け

対策②

＜弁撤去、栓の取り付け＞

栓

弁撤去

ガス圧縮機側出口弁からの漏えいメカニズム 対策①

１

２

３

　上流側の圧力より弁の
下流側の圧力が高く、シー
ト漏えい

　ガス減衰タンクの放射性
ガスが、弁上流側に逆流

３

２

１

メカニズム

校正ガス逆流した放射性ガス放射性ガス

【凡例】

閉止開放電磁弁空気作動弁

入口酸素
濃度計

排気筒側
出口弁

ガス減衰タンクより
（測定試料）

酸素濃度計
校正用ガス

約30kＰa

ガス圧縮機へ

プラント
排気筒へ

大気圧

圧力制御弁

大気圧

説明：　弁は、濃度計校正時の開閉状態を表す

ガス圧縮機側
出口弁

約11kＰa

弁閉止時は、弁の上流側
と下流側（ガス圧縮機側
の高い圧力）の圧力差が
弁体を持ち上げる方向に
働き、シート部の押付力
が弱まる

弁座

ゴムが若干
硬化し、凹み
が若干深く
幅広くなって
いた

［シート部を下から上に見た写真］
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